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シ ヨ ク ビエ の 導 入 に 関 す る研 究

第 2報 刈取回数及び刈取高さ
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1ま え が き

岩手農試では,昭和47年度から自給飼料確保強化を目的

に国内在来作物の飼料化について検討し,シ ヨクビエにつ

いても導入の可否を検討してきた。

第 1報では,寒冷地における生育相と問題点について報

告した。今回は刈取回数及び刈取高さが生草収量に及ぼす

影響について報告する。

2 試 験 方 法

供試条件 (表 1)

3試 験 結 果

(1)1回刈り栽培

表2は岩:手農試本場での成績である。種子は千粒重で 18

表 2 1回刈り栽培 (生育及び生草重)

草丈の伸びは, 6月 下旬ころまで緩慢であったが,平均

気温が20℃ 以上となる7月 以降は急激な伸長を示した。

茎数は 7月 上旬～中旬にかけて最高となり,刈取時にお

ける主繹の大きは約 1動 ほどで,分けつ茎の草丈は主得に

比べ全般的に低く,稗径も細かった。

生草収量は,多肥区が標肥区に比べ,草丈の伸長でまさ

300 tF/a
。2回刈 りの追肥
ιよ1番メJり 後

0刈高 0"は地ぎ
わ (1-2昴 )

メ」り。

～22′ と極めて小粒である。均一に播くために土壌に混ぜ

て散播後, レーキで深さ 1～ 2"の深さに撹伴した。

暖地系作物なので,出芽が懸念されたがおおむね良好で

あった。

(昭 51岩手農試本場 )
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り,標肥区のα当たり803″ に対し,多肥区は867″で 8

%多収であった。

表 3は県北分場における成績で,刈取時の生育ステージ

は穂早期～出穂始めで,播種量 300″a区は 200シa区に

比べ,茎数増となって,生草・乾物とも多収となったが,

播種量 300シa区はなびき型の倒伏が多かった。

)゙2回刈 り栽培

表 4は岩手農試本場の成績である。 1番刈りは再生量 も

考慮して,草丈力X■0"～90昴頃に刈取り, 2番刈りは 1

″前後に刈取った。

{1)1番刈り :7月 30日
(2)2番刈り :8月 30日 ,試験区 3と 6は 9月 24日

① l番刈りの生草重は刈取高さ0勒 >10">20"の順

に多いが, 1番刈りの高さが 0昴では2番メ」り時までに草

丈・茎数の回復に日数を多く要 し,生草収量 も低かった。

②  l番刈り10"区は 2番刈り時までに草丈・茎数の回

復も良く多収となった。

③ l番Xlり 20昴区は回復は早い力ヽ  1番刈り時が低収

で, 1番刈りと2番刈りの生草合計は1番刈 り10"区に劣

った。

④ 各試験区とも標肥 (N:c当 り04+04)に比べ多

表5 2回刈り栽培 (生草と乾物収量) 昭54 県北分場

4 ま  と  め

1回刈り, 2回刈り栽培の検討結果を要約すると,播種

量は1回刈りでは, 300シa播種でなびき型倒伏が多かっ

たので,播種量 200クを程度, 2回別 りは再生茎も少ない

こともあって播種量 400″1程度は必要と思われる。

N施肥量は 1回刈りでは倒伏の関係から成分 10り名 前

後, 2回刈りは倒伏の恐れは少ないが,硝酸態窒素含量の

関係から基月巴施用量はσ当たり10″ , 追肥は刈取後に窒

素 10″を施 し,基肥,追 1巴の合計で 2りをこえない程度が

適量と考えられる。

2回刈りでの一番草の刈取高さは,二番草の再生量も考

慮して,草丈が約80"～,0"でメ1取ったが,地上約10昴刈

りが草丈,茎数の回復も良かった。

肥 (N:08+04)が 1番刈り,2番メ1り 合計で多収を示した。

なお, 1番メ」り時の茎数は多いが,全般的に碍径は細く

軟弱であった。 2番刈り時の茎数はおもに主稗からの再生

力が旺盛で, 1番刈り時の弱少分けつ茎は枯死し,無効分

けつが多かった。そのため, 2番刈り時は茎数減となった

が,再生茎は太かった。

表 5は県北分場の成績である。播種量 400g/.区 は 300

9/● 区に比べ, 1・ 2番刈りとも茎数が増加 し,13%の増

収となった。

1回刈りはサイレージ利用に, 2回刈りは碍が柔らかい

ので,青メ1り 利用に適すると思われる。

しかし,シ ヨクビエは, 1回刈りでも刈取時の水分力塙

いので,サ イレージ利用では水分率が60%～,0%以下にな

るよう2～ 3日 の予乾を必要とする。

当地では, 5月 下旬播種で, 8月 下旬に出穂するため
,

登熟不良で,子実収量が低く,寒冷地での自家採種は困難

であるが,国内の暖地では容易に種子生産が可能であるこ

とから,牧草・ トウモロコシ等の不足時には北東北でも青

刈り利用できるものと思われる。

今後の検討課題として,特に青刈り利用の場合,更に多

収化を図るために,播種期,湖巴法及υⅨ」取時期,家畜の

し好性と栄養価,サ イレージ利用法の検討が必要である。

表4 2回刈り栽培 (生育及び生草収量) 昭51 岩手農試本場

試
験
区

刈取高さ (姉 N掴肥量

成 分しそ)

11 2番 刈 時 生草収量 (しを

1番刈 2番刈
草 丈

(")
茎 数
は わ

草 丈
(術 )

義
劾

1 部 J 2番刈 合 計 1番刈 2番刈 合 計

６５９

６６８

６５０

２７

‐９

‐０

12
∞
９６

∝

注 . 月30日

播種量

(亀″イα)

茎 数 のアの 生 草 収 量 (″/α 二

七

―

乾物率(%) 物 収量 (0そ )
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3 23281 5844 8172 103 78 6 1026
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